
研究成果情報 畜産 ４ 乳用牛 飼養管理

新技術・情報名 飼料中の高消化繊維（0a）の含量が 分類 ②
乳牛の乾物摂取堂に及ぼす影響

１．成果の内容

ｌ）技術・情報の内容及び特徴

乳牛の乾物摂取量は、給与粗飼料に繊維の消化性が良好な高消化性

繊維（０a）含量の高い飼料を用いることにより向上することが明らかに

なった。

（１）給与飼料に総繊維中の高消化性繊維含量の高い飼料を用いると、乳

牛の乾物摂取量は多くなる。消化の良い飼料としてイタリアンライクﾞラスの若刈

牧草が代表的で、逆に、イナワラは消化の悪い飼料である。

（２）乳量は高消化性繊維飼料の給与により高まり、乳成分でも無脂固形

分率は有意に高くなる。

2）技術・情報の適用効果

高泌乳期に繊維の消化性が良い粗飼料を給与することにより、乳牛

の乾物摂取量が向上し、第１胃の恒常性を崩すことなく必要養分量の

充足が可能となり、生産性も向上する。

3）適用範囲

九州地域

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）総繊維（ＯＣＷ）中の高消化性繊維（０a）の割合（Ｏａ／ＯＣＷ）の高い

飼料は、繊維の消化性が良いことを示す。

（２）各飼料のOCW、０ａの数値は、当場の飼料分析センターにおける分析

値が活用できる。
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ＴＤＮＣＰＥＥＣＦＮＦＥＡＤＦＯＣＷＯａ／ＯＣＷ給与飼料
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高消化性繊維飼料（Ｈ）区７５．０１４．３４．５１４．２５８．６２０．０３６．１３４．７

低消化性繊維飼料（Ｌ）区７５．１１３．９４．７１３．３６０．２１９．８３６．０２５．５
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参イタリアyライグ ラスサイI'－ｼ゙ （出穂期）６０．５９．７３．７２９．７４４．９３７．２５８．０３８．４

考トウモロコシサイレージ（黄熟期）６２．４７．２２．８２３．３５６．６３２．２５２．７２０．０

注）①Ｈ区飼料はイタリアンライク・ﾗｽｻｲﾚｰｼﾞを乾物で２８．５％、Ｌ区飼料はトウモロコシサイ

レーシﾞを２８．４％含む

②ＴＤＮ：可消化養分総量、ＣＰ：粗蛋白質、ＥＥ：粗脂肪、ＮＦＥ：可溶性無

１２３
注）①異符号間に５％水準で有意差あり。”試験期．ー

②ＤＭ：乾物摂取量、ＢＷ：体重、ＦＡＴ：乳脂率、図１乾物摂取量の

ＳＮＦ：無脂固形分率、ＦＣＭ：脂肪補正乳超推移（平成２年）

３．その他特記事項注）反転試験法による
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２． 具体的データ

表１給与飼料の成分値

Ｈ区２０．１ｋｇ３．０％２６．８ｋｇ３．９％９．１％｡２６．２ｋｇ

Ｌ区１８．６２．８２５．６４．１９．０ｂ２５．８
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